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多項目自動血球分析装置 XE-2100における白血球分類のメッセージと
目視分類の比較検討および日常検査への導入
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要旨：多項目自動血球分析装置XE-2100における白血球５分類検査を, 患者検体4690検体について目視分
類検査と比較検討した. XE-2100によって正常 (IP メッセージ無し) と判定された中の83.4％は目視分類に
おいても異常を認めなかったが, 16.6％は何らかの異常が認められた. このうち異型リンパ球, 幼若顆粒球
が2.5％未満および左方移動を示した検体を除くと, 問題とするべき異常を認めた検体は86件 (2.3％) であっ
た. また血液疾患の患者を除くと, 99.2％は目視分類でも問題がなかった. XE-2100で異常 (IP メッセージ
有り) と判定された中では, 目視分類で343件 (34.1％) は異常は認められなかったが, 663件 (65.9％) は
異常を認めた. IP メッセージの目視分類との一致率は異型リンパ球と幼若顆粒球が86.4％, 90.5％と高かっ
たが異常リンパ球・リンパ芽球は10.2％, 芽球は25.5％, 左方移動は33.7％と低かった. 目視分類の再検基
準に芽球と白血球粒度分布異常の IP メッセージを採用し, その他に白血球数1000/�L 以下, リンパ球 60％
以上, 単球20％以上, 好塩基球 2.5％以上も再検条件に加えた. XE-2100による白血球５分類検査導入後,
機器分類依頼検体数の増加や, 目視分類必要検体数の減少により, 全体の目視分類結果報告時間も短縮され,
迅速な報告が促進された.
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